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Current Topics in Pathologyは1つの疾患または臓器をテーマとして取り上
げ， その病理学的トヒ。ツクスを多方面から解説を加えるシリーズ物である。本書
はその70巻で cervicalcarcinomaの診断から治療にいたる問題点を数人の学者に
よって浮き彫りにしたものである。その内容を順を追って紹介したい。 
1) Diagnosis: 子宮頚癌は細胞診や組織診が容易に可能な所から早期の癌病
巣が発見出来る疾患の 1つである。 この章では clinicalconsideration (Stoll)と
して，癌検診の organizationに始まり， colposcopic examinationと材料の採取
法，癌の stage分類と手術法までを総括的に説明を加えている。細胞診として 
Hofken and Stoostは normalsmearから細胞診上問題となる炎症性変化， 
dysplasia，carcinomaを豊富な写真を使用して解説している。 とくに severedy噌 
splasiaとcarcinomain situの区別や invasive carcinomaの診断に bad王 ground
の重要性などを強調している。 
2) Precursors of cervical cancer: この章は病理医にとって有用である。
すなわち，まず epidemiology(Rotkin)として子宮癌に関する世界の incidence
とその mortality，また， u.S.に於ける白人， 黒人の対比や carc1l1omaの発生
と socialfactorを含めた諸因子の関係など興味ある事柄を述べている。病理医と
して最も関心のある pathogenesis(Koss)としては頚管に於ける扇平上皮と円柱
上皮との境界部 (transformationzone)が発癌の場となりやすいこと。そして，
そこに存在する肩平上皮細胞が種々の因子が加わることによって， koilocytotic 
atypiaをへて異型細胞が出現し癌へ移行することを形態学的に立証している。次
に Dal1enbach.Hel1wegは頚癌の構造的変化の立場から squamousepitheliumか
ら癌が発生する場合には regenrativeepitheliumから squamousdysplasiaに変
化し，さらに carcinomain situ (squamous type)に移行して， keratinizing squa-
mous cel1carcinomaとなる場合と，円柱上皮に於いては初期変化として reserve 
cell hyperlasiaを生じ mucoiddysplasiaをへて reservecel1typeの carcinoma 
in situとなり non-keratinizingsquamous cell carcinomaを発生するという仮説
は興味ある。従来， cervical adenocarcinomaの組織発生に関する論文は少ない
が，著者は endocervicalglandの adenomatoushyperplasiaからの発生を明ら
かにしている。 Stegnerは電顕的に細胞原形質内の organel1aの変化に着眼して 
dysplasiaと carcinomain situの conceptを明らかにしている。さらに，この注
目すべきことは円柱上皮の下に存在する reservecellが bipotentialdifferentiation 
を示し，円柱上皮や扇平上皮に分化するという仮説から squamaousmetaplasia 
を説明していること，また頚癌を大きく， anaplastic (small cel1と undifferentia-
ted type) ，intermediate (1arge cel1と mucoepidermaltype) ，epidermoid (ke-
ratinizingと highgrade dysplasia)の3typeに subclassificationしたことであ
る。 
3) Therapy (Almendal and Kaser) : 子宮頚癌の病期別の治療を簡単に概説
し，最後に，再発や合併症として尿路系，大腸の問題点を説明している。
以上，本書は最近， 臨床的にも病理学的にも学問の進歩が著しい cervicalcar-
cinomaの topicsを総説的に多方面から取り上げた好書である。病理学者のみな
らず臨床医に是非，一読をおすすめしたい。(長尾孝一)
〔千葉医学， 58，376，1982J 
